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電子は負の電荷に加え、その
スピンに由来する磁気モーメン
トを有する。スピンを自由自
在に制御することが「物理
学」の夢の一つである。

我々は有機化学のアプローチからその夢に挑戦している。

スピン転移物質はスピン状態の転
移により、磁性・光学特性などの
変化をもたらす。それらを利用し
てスイッチング、メモリー材料など
への応用展開が期待されている。

高スピン低スピン



規則正しく枝分かれ構造を有する。
中央から外側への分岐密度勾配、「生卵」のような構造特徴を有する。
デザインの柔軟性、分子一つでナノメートルスケールの構造を提供する。

使うモチーフは？

デンドリマー



体験してもらう実験：スピン転移ポリマーを作る

鉄粉

１日目：鉄を原料として用いて鉄（ＩＩ）
　　　　の無機錯体結晶を作ります。
２日目：（１）鉄（ＩＩ）の無機錯体結晶をスター

鉄（ＩＩ）
無機結晶

１日目 ２日目

　　　　ティングマテリアルとし、デンドリマー型有機配位子との配
　　　　位反応によりスピン転移ソフトマテリアルを作ります。
　　　　（２）スピン転移に伴う磁性・光学特性の変化を観察する。


